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J. 緒記

務液の;4:量法 t亡闘する研究は!明治 1 7 "-1ミ(I 'j ) の貫験報告以米 (1 ) (2) (7) (8) (9 ) の諸報f々

がありとれを分類すると るたの主fl くに友る。

1. 容量分析法 (1) (2) 

( イ 〕 指示薬を使別しない方法

( ロ) 指示薬を使用する方法

2. 重量分析法 (2) (7) (8) (9) 

( イ ) 硫酸によ る主介法

( ロ ) 鉛臨法

(ハ ) パリヴ ム蹄法

務室分析法は詳細な研究が左されていて∞ 生漆にたいては科1-"<満足な結果を得るものとし

て用いられている。(10 ) 重量分析法Kたいてもまた生漆の定霊法としては (7) (8) (9) が研究

せられてい る。

然るに製漆については僅かに硫酸による重合法が存在するに過ぎ友いりであって容量分析法

が製談K適用し符友い事は (2)の指摘せられている通りである，そして と の硫酸による重合法
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といえどもまた同一j呆作によって常に必1"しも一定の結果を示すとは言い難いごとは筆者の常

に経験する底であり生漆，製漆両者に埴用できる簡車な定予:法を得るととが念願せらる L もの

である，との意味l亡必いて，試案を得たので、以下報合して大方の批判をあたぎ更に研究を続け

たいと考えるものである。

使用した試料は，岩手!係沼下f内産日本漆，本場内採取日本漆，兵}ljU係林業試験場産支那漆，

たよぴ輸入品として付I~印産漆，以上生漆，市販黒漆(例}(:p漆を主としこれに日本漆を混合調製

せられたもの)ゐよぴ)清記 n*・7奈より』式製せるもの，である。

2. 漆液の水分

従来前il互の水分~~'1tは比1史的)5: liJ!:が1;)1\わ Iしゃに行われているようにJιわれるが製漆の場合に

は低温でくろめを行う聞係J-.その水分も 3比前後であって;:尚早が少ないとしても生漆の場合は

15-30.Sり; IC;\.士:するのであるから充分ìt.立して店長すべきものと Jι うので‘ある， 従来の定景

法(1)は一定貴の生漆を茶殻IíILにヂ"荒し JJI(i:ct_f-_に加熱し r'li.wð を去り， JJi Iて~~~気乾燥器中で一定時

1m 100皮-105 度で松燥を行いi南北最を;，Jとめて水分としているのであるがr! 1 すまでもなく生漆の

如き天然位抑支rjtで 100度以ドの温度で却設し去るものを ;J，分とみなすその似主に~rf-t--:o無現を

J患やるのみならや漆を買|捺に佼川するに叫つては能付以外にはほとんど常温或!土 30-40つで

操作する貼を考えるどjtIMJJ くはそれに泣いj脱皮で測定せられる事が望ましいと;考える p 乾燥

法以外にはホフマン式或はその仙のi的別蒸間による流IJl，氷分を也接待~l)::(1'0 に ìUltどする }j法のあ

る !Jcfは人りよく切る尚であるが IEÍI別立の忠，Iiで、打i 々刻I~があるように思う心で貫JJ:f~の部で示す!m

〈簡単IL'lií~視で‘店主)~を試み，よく一定のキlfよ~を得たがと (j_) }j訟は比較的長時間を要するので、今

後更に改良したいと花えている。

3. ウルシオー)1-定量に関する考察

生漆の';t量法が'Ti:作法を l除く以外は製漆l乙!広川でき主fhい般本む!日WIは漆それ白身が製漆の際

に一部重合するのと陀竹内iJその他。添加物によるものであってとれらの存在下にあってなむ且

ウルシオ{ルの主Ë五そをHわなければならないために花一括せられたのが ，T[合訟であるが，との硫

岐による豆合法は前主!!;czコ )û叫iiがあるので硫限以外のものによる~A.:の虫合物を得ぺく間々努力

を1式みたがついに成功するに3~ らなかった。漆の{(合については (3) (11) (12) (13) 等の研

究や特評があるがとれらの右法は定荒法i亡!広JJJ しl'占ない ~.ìliがあるので il\l接的な :42f走法を沈みた

その基礎とする底はウルシオールを還元して件らる L ヒドロウルシオ-)l..ポアルコールi街夜 rjt

で、 J令時堕化第二蝕のノ11(j存液で‘酸化せられ豆介する (4) の研究の肱nJであってか L る電合物の生

成については (2) もまたとれを椛認し分子景ìJlIJjÌ~を行い'1i:介に陥jずる想像式を提出せられてい

る (4) は2 ， 3 , Dioxy Toluol が!i~~化鋭によって酸化せられ Diphenochinon Type の鍋搬を

形成するととから Hyc1rourushiol もまたいJ-- Type をとるものと推定しその叫浩式乞えの如

く推主cせられ分析結果もとれに一致している。
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ウルシオールの定量法に就て

フエノ{ルと l激化第二慨に閣する研究につい

ては叉(15) がある。

筆者は上記と同様なととが側j設に二重結合

を有するだけの差注を持つウルシオールにも
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可能で、はなからうかと JA うのであるが (2) は

ウルシオールの鋭による沈i般を山:後に分解して一部室合しているととを認められているが放置

せるものは不i桝昨幽つ伎を以て iltltむをと qlJJ:せられているウルシオ{ルがアルコ -J\.c液中で臨化第

二俄のノk溶液で、定量的に際化が行われるものとすればその際使川せられたtrç二俄の量を定景す

るか或は還冗せられた泊一餓を店長する ::î:;:によって逆にウルシオールのtT /l 1が可能のように考

えられて色々俄の広来的 fったがJil作が間氏、手数を要しなほjl:献を J1J J し現.ff~い思r1j もまうるため l也

接生成せられた前記。排出式の虫fIき段fli~についてとれを焼いて酸化第二俄としその主量よりウ

ル・シオールを三 1-35;( したととろ比較的良い結果が件られたのであるがとの倣胞の生成保件によっ

との:o'ff.は，cý(の主fJ <二J雪えるものである。ては少なくとも 2話。もの L 存する事を知った，

i安i夜の氷J合アルコー J\.c ì夜 1;: IliJ じく氷冷したl漁化第二銭。ff!~~lj-な水i作液を 11::ij 下し:j)"~溢し酸化し

て件らる~ ~!:_)点物から心酸化二礼持~l;ο量はまさしく IJfj記の干住地式に J，n日ずるものと推定せらる

L 誌であるが)J訂正混!立を J:;~~i日11 'J，J-_;:t'i くは 30-40o C で、行えばあたかも JJIIて今 1 分子。

6 分子のウルシオールからDipheno�non Type のものが結合したと考えられるもの日[lち

生成せられたものに相7:?ずる:tlU告の最となったので、考えは多少飛躍的で、あるが冷i街夜から得ら

れるものをAとし沼消波からのものを B とし失式を三与えた。

耐式qlD は Diphenochinon Type を示すB. Fe(DsJ .A. Fe:D,J 

文献rl'~伐の企庁稿!としては火の [m きものがある。(ó) (6) 
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勿論未だ5151部か???かも決定していないので決定ば今後の研究をまって行うべきものと思うが
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(,Y. 4u. S 
従οてウルシオールの9ðl:!: _.'". -;:._. _'-:'_ x 100 ・・ H ・ H ・.... 冷溶液む場合

~- G 

. 6u. S 
~G'_"___'::'_X1GO ・・ H ・ H ・-… 由経液の場合

Gは試料の瓦敢 S は酸化第二銭の瓦敷

一部重合していると考えられる製漆にむいてもその重合が Diphenoòinon Type を初期に

たいできるものとすれば(の その存在はとの定景には支障なく行われるはヲドと思うが結果もま

たそれを示している。

Iドすまでもなく定量分析は併)'，引こ疋械である必要があるから氷等を使用しない常温若くはそ

れ以上のf毘度で、行い得る法をとり費験をむめている多数の賀臓を行ったのであるが，報合を riH

5~{tにするため数例をかけヂ，かつゴム ~!t合窒素物の定畳方法は従来の方法l亡従うのでそο合7置

を示して各別には記i院しない事を附記する。

4. 費験の部

A. 水分の定量

主主さ 5-6cm r[J 2~3cm の硝子板を乾燥秤量しとれに試料 0.1-0.2g を子年く塗布枠景

しとれを五酸化燐を入れた乾燥器中に放位すれば 3~--4 [=1 で、恒査に誼ーする，従来の方法に比較

すれば 2.5-3% の差があり i次郎して 1"J i"í~~乙常陸乾燥すれば水分の 905'6'以上 i土 1 日で失われ

3 FI 日には完全に恒量に建する。

[,1 木漆(生協)

:式料 2 日後 3 日後 4 日後 w}kl.i成荒 (g) ノ'!(う)'(タ\::)') 1!1法との主:

O.2030g 0.1785 0.1722 0.1722 0.0308 15.18 

宮司《の方法 17.72 
2.54メj

支)Jfl '1奈 (生漆)

0.2327 g 0.1908 0.1906 0.lS05 0.0.122 13.18 

苦楽の方法 21.29 
3.11広

日本:j剥成乾燥 (10mm)

71\うト
0.199,2 0.1717 0.1694 0.1694 14. 965f,:;' 

92.24% 7.76タふ'

B. 生漆rI:1のウルシオ -)v Q)店長

阿波を布施して粗大なあた雑物を去ったもの 1-2g を杯史しアルコ -)v に~~f'併し 100-200cc

とするとの際の不i容物は19~め乾燥秤量した28紙で拙過しとれよりゴム坑合室主物を求める事は

筈来の方法に従う上記アルコ -Jvi夜 10cc に 2 %([)Ii'釘化第二餓71\溶液(との液 5COcc rド Iこ 5cc

の濃|段酸を加える) 15cc を消ドするとの時の温度はなるべく主温以上の方が反肱が辿かにうと

給するので 30~400Cで行う， fl密化Nxii立を加1 うれば始めは汚青色に出m しているが次第に時々

掠設すると共に紡品性{:j~~色沈澱となる 1 I;i;;~化~:~tは初い過剰にイfイJ~する了:JTが必要である，数時I1IJ
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放置し水通り Dよい沼祇を用いτ搭過する，洗i俸は 500cc CD水に lcc の ÌJ~告患肢を合んだ水で、

行い黄血盟の 0.5-1% 液を指示薬として泌液が鍛の反躍を示さ左くなる迄充分洗瀧ずる，特

に注意する事は諸過のなそい語紙を用ゆる時は堕化第二織の一部が水酸化織のコロイドj慌に;告

訴に吸着され水洗しでも溶解せやに茂り設差の原因となるから必歩、i先瀧水は盟酸を合んだもの

を用ゆるととが必要で、ある。

;;長過したものを焼いて酸化第二銭とし秤量する，三むこ例として氷冷して酸化を行ったものと

常温以上で、自主化を行ったものとを掲げる。

(イ) 氷冷して酸化せる場合

氷を以てi;A'%l並 iて 151化第餓i夜を冷却しつ L 酸化を行い約 2 時間放置し後泌過し水洗し織の反

感の消失するに至り焼きて酸化第二織の量を秤る。

b
t、

-
t

i

J

v

J

 

一
一H
J

料

分

0.9528g 

O.1486g 

100cc アルコー}L-~夜とする

15.18% 

10.00% 

0.0044g 

ゴム Et合宣言~ユ物 0.0954g 

日;t料 10cc 中より 1J} られる酸化Uf二巴先

ウ凡シオールの計算(係数 4ü とすれば ì 72.5:1b 

か( (, 6ü か) 109.37,9-'; 

となるをもっτ とり場合は Fe CD2J 型を取るものとして計算すべきであると考えるのでるる

が此場合といえど反艇は一部 Fe CD3J 型に進行しているらしく合計にむいて約 2.24.% 少な

い4立を示している。

(ロ〉 温度を常温以上にした場合

;式料j夜を常v;v亡保ち或は 30-400 に少時国めて酸化を行った後の生成物を i!iÏ\過水洗しa箆い

て f'f'る，との場合の酸化第二践の量は(イ)と|司ー量の試料液より， O.0033g を得た従ウて

とれに係教を乗やればウルシオールは 4ü とすれば 49 .47,% 

6� 11 74.64% 

となるを以てとり時件られるものは Fc CD:1 J 型と考えられる，同一;羽斗をパリタ法では

81. 69泌を示し合計にたいて 105.03，9-ó' となる。

支部漆

生漆(it~ を )111 えざるもの)の成分は日本漆と同様で、あるので全く同様に分析したっ

,i,t 料 2 .8706 g 200cc アルコールi炎とする

水分 0.5454g 19.00% 

ゴム f;合室主物 0.2940g 10.24% 

レ(淵 20cc 中 F仙)川2%
として 0.0086g

パリタ法 71.76% 
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f弗印産漆

{帰印産生漆の主成分はラッコール C33Ha602 である仰 とされているので 6C23H3û02 とし

て計算する。

試料

水分

ゴム質含窒素物

フッコー Jレ

2.0937 g 

0.4853g 

0.4371g 

生漆に油，樹)J行を合ましめた場合

200ccとする

23.18% 

20.83,%' 

55.88% 

以上は生漆の搾取せるま L のものであるが生漆にがlを合ましめる事があるので、火に泊を)1/1え

て貫験を試みた生漆は FJ:<}:漆を HJ いた， N，は荏11Ù，との生漆に油をカu えたものはすで、に定量が

研究せられその計算法として可溶性成分よりウルシオールの量を減じたものをjfh分として去さ

れているが，正確を:ltJJ し難いとされている然るに本法では加えた量からθ戸l卦:自立と賀iWlfl~[とが

よく一致する， itlJを加えた試料に盤化銑水i前夜を力Ilえる場合には務め。i.tt~"1なむこ誕に少量。(がj

lOcc) アルコールを加えてから行う方が結束ーがよ L ‘。

iiーへ→lも キ千 生漆 1.9445g ir8 0.2066g 

ノk う土 O.2878g 13.73.9'6 

ゴム 11合室指物 0.2344g 10.37,9'; 

ウルシオ - /v 66.12.96 

ill, 分、 計算位 9.60% 

貫iflJlf'L[ 9.61% 

更に油に r~，1 松町を焚込み冷却後生漆に)1/1えて，(，ot'H としたとの場合には岡松)Jfí'ω酸のためにパ

リタ法では直に2己責を行い伴ない扶詰があるが本法ではやJ等支障なく定量せられる。

3干} F試式 半料

7水k ク〉
ゴ lム、 f坑t合宝三ぷi主4
ウルシオ{ル

泊分

生漆 1.0725g 
O.1630g 

0.1251 g 

同j~~n旨合有1f8 O.2246g 
12.60}6' 

9.65% 
60.31%' 

17.48% 

以上の例によって生法の場合は大陣 1 .96以ー下の去を以て定量が行い件られ，かつ油の存在下

に沿いても何等支昨なく行い得られる事を示したっ

c. ~送協1[ 1心ウルシオ_}l.-の定量:

(イ) れfJを合まないもの

前項に 'J I結いてFi本漆を原料として低温でくろめを行い製漆しその分析法は全く生漆と同様

にして行った。

試料
7K 玉長
ゴム fpi合室長物

ウルシオール

1.0826g 
0.0336g 
O. 1029 g 

1üOccとする

3.10払

9.50.9'; 
87.59;;;; 
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(ロ) ilh を )111 えたもの

生漆に抽をノI(;%':J 3 安IJQiくになるまで加えて，くろめを行い製漆した多量にh!jを )m えたのは油

による障害を児るつもりであったがとの説度では支障を認めないが油の多くなるにともないア

ルコールの迫力JIは幾分与17mする方がよいようである。

試

ノk

~4 

分

1.2115g 

0.0145 

0.1772 ゴム質合宝来物

ウルシ'才一}L--

!
n
u
 

、
叫μ ラ，)'

lOOcc とする

1.2% 

14.18% 

54.795ぢ

29.33% 

〔ハ) 1'1'1 漆

通常黒漆と揺するのは一部分。ウルシオールが践と化合し!t，色を呈しているのであって大部

分のウルシオールはそのま L の欣態或は一部重合して存在しているものである，生漆に若干の

(約 5P6松の)葎加速加え更に水酸化第一己売を少量力JI えくろめをと行い製漆し更に 2 Hll \J l次世し

試料とした，とり品j奈の-J，ë荒を耳元り少量のアルコールを加えとれに 1 滴宛接臨械を滴加l し注

意して黒色を泊夫ゼしめるのは(1)と同様である， i夜は浪制色を呈しているとれにアルコー

ルを更に力11 えて描過し・~存耐とする，その後の定食法は主任〈生漆と同様に行う。

11'式 料 1.4990 g 100cc とする

水分 0.0475g 3.38% 

ゴム ET合室主物 O. 1516 g 10.01% 

ウルシオール 79.07% 

i
 
i
 
t
 
--

ノ、
7J 

!日j一試:*守を硫酸重合法によって定量した。

ウルシ才一 71，.. Æ介!fí!J 0.0750 g 

れiI分

7.54元

80.06% 

6.55% 

との市販fili を試料として定量したっ

市販のiðP印産黒漆そはの位燥十J:等の原肉 lてより若干長の fl 本漆を混手I~ してJ/Jいられている，

iλ 

7J¥. 

料

イワ、

1.6399g 

0.1384g 

0.3502g ゴム 'H合室主i仲j

ラッコー}I，..とし -c

ラッコ -JL 以外のアルコール可i容物

200cc とする

8.44% 

21.85;10' 

60.24}�' 

9.97九

との黒漆には油等のアルコール可博物ががJ 10}-6合まれている，又ラッコール冒:IHの係数で

あるが前記心主n< 若子。日本漆を含むことは l切かにされていてもラッコールとウルシオールを

各別個に定王託する事が11\来ないのでー先ラッコール係教を川いたがとの黙幾分の疑liijがある。

同一試料について重合法を行ったっ
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え
'
K

,*'1 
分

1.6399g 200cc とする

0.1384 8..44先'

0.3502 21. 35タd

0.0481 47.00.% 

ゴム質合室主物

ラッコ ~Jレ分(豆合物~)

ラッコール以外のアルコ~}t--可i容物 '23.21% 

と D方法は洗様。際11m手拘多〈重合完全ならざるととを示す。

5. 結 一­rョ

1~手i夜中の水分の店主bìÉにウルシオ{ルの定設につし、て ntjYiL.こ記述したが本法によって生漆は

勿論乾性油や樹脂を合む斗之介漆~::xを合む ;':I~漆にも油川でき又il主 '1 1 に内政時等によって若干できる

低級脂肪酸はパリタ訟ではウルシオールとして炎示されるが本法ではと心扶貼がない?'J~ し本法

といえども未だ完全なもりとは考えτいない0でなほ') I椀さ研究を行い漆の品11*リ定の確貰性

主幾分なりとも明したいとjι うも ωである。

と白貫18金は思r:rji長林技'(1司王京jdZ13え長川村宜.11-'-先生の御指導の許iこ行われたものでと L に深

〈先生に感謝。;立を去すると共iこ i試料について極々御配慮を拭いた青森営林局， r仔 1守内管林

吉，林業試験場青森;却訪問責T仰分場，兵;，if!l探林業l試験場の皆校，直接試

好陪分場農林佐官千~'i{長;主主l巳，本土M?;\IJ子，タHJ-j金之助氏に厚く仰iji躍を rl J_J二げるものである。
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R長sUl11é

The author has Oxidized Urushiol in alcoholic solution of ]apanese lacquer 

with 2-35'6' Fe Cla aqueous solution at ordinary temperature. 
The Oxidized product is precipitated as Fe-salt of Diphenochinon Types. 

The precipitate is filtrated and, washed to free from Fe ion and ignited togeｭ
ther with filter paper to Fe 203, and then the ash is weighed. 

Frol11 the weight of Fe~ 03 Urushiol is calculated as follows: 

Urushiol 

Laccol 

ん， α. 6li. S.100 
ウ一一一一〆0- G 

~ ， α.6ü'.S.100 
一一一一刈 G

Factor.... ・.d=-E­
Fej03 
6C21H320 GG=2i-L2....... ・ ..Urushiol.

l'e 

r , 6C23R60 u = tJ J …-・…・ぃ Laccol. 
l"'e 

G ... Weight of sal11ple. 
S ...Weight of Fee03 ・


